
協定留学近況報告書 

 

記 入 日 2015年 7月 1日 

留 学 先 大 学 国立忠北大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：政治外交学科，（現地言語での名称）：정치외교학과 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：留学生はどの学部の授業でも自由にとることができます。 

留 学 期 間 2015年3月－2015年12月 

明 治 大 学 で の 所 属 文学部史学地理学科地理学専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部3年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

最初のうちは英語でコミュニケーションをとることが多いので、英語の勉強も必要だと思います。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：D-2-6 申請先：韓国領事館（横浜） 
ビザ取得所要日数：2 日間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：0 円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

申請書（写真付き）・パスポート・入学許可証・残高証明書（通帳のコピーでなく、銀行に申請してもらうもの） 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

大使館へ行き、すべての書類を提出します。申請書はその場で書きます。見本もあるので書けると思います。 

2 日後にビザのシールを張られたパスポートが返却されます。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

面接はありません。 



 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

口座の残高証明書を通帳のコピーだと勘違いし、持っていかなかったことが失敗でしたが、融通が利いて、通帳のコピーでも

申請することができました。ただおそらくそれは特例なので、気を付けた方が良いと思います。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

現地での外国人登録証や学生証に写真が必要となります。現地ではスピード写真のようなものはなく、写真館で撮ってもら

うしかないため、とても高くつきました。日本で撮っておいて、4枚程度は持って行った方が良いと思います。 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 イースター航空 

航空券手配方法 
DeNA の予約サイトを使ってインターネットで手配しました。 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 成田空港 現地到着時刻 １５：３０ 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 2 時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

出迎えのバスの待ち合わせ場所は、「何番出口」といった表記で、そこで待っていたのですが、なかなか会えず苦労しまし

た。出口の外側でなく空港内側に大学名が書かれた幟があるので、それを探すと良いと思います。 

大学到着日 2 月 26日 15時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 大学から送られてきた申請書を記入し、大学の担当者へ提出しました。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

渡航前に見つかりました。渡航したその日から泊まれるかわからなかったのですが、無事泊まることができました。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 3 月 2日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 外国人登録証の申請など、事務的手続きのことについての説明が行われました。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ３月２日から 



 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

外国人登録は必要でした。X 線をとって、血圧を測りました。現地に行って 1 週間以内に行いました。交換留学生に対して

は大学側が支援をしてくれたので、特に苦労はありませんでした。料金は手数料として30000 ウォンかかります。日数はその

時々によりますが、私の場合は 1か月程度でした。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

韓国ではキャッシュカードがかなり普及していて、作る人が多いです。銀行へ行って書類を書き、手数料 5000 ウォンがあれ

ばすぐ作れます。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

学生証が銀行口座のクレジットカードと一体となっているので、学生証を作る際に開設しました。外国人登録証があれば、そ

の日のうちに開設できます。銀行員の方は英語が通じないので、少し大変でした。また日本と違って印鑑でなくサインなの

で、自分のサインがあったほうがいいかと思います。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

携帯電話のSIMカードを買いました。本体は友達が古い携帯を貸してくれました。SIMカードは外国人用のもので、インターネ

ットから購入し、宅配で寮に届きました。プリペイドで、コンビニでチャージができる仕組みです。1 か月 3000 円程度で抑えら

れるかと思います。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（３月８日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

外国人のみ履修可能な「韓国文化研究」という授業がありました。履修するときは学部の事務員の方が手伝ってくれます。

ただ私の場合は事務員さんが英語を話せなかったため、英語の話せる学生が事務室に集まって手伝ってくれました。 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

      

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      



 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 

10:00 
      英会話授業                               

11:00 
                        英会話授業             

12:00 
昼食 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食 

13:00 
                                          

14:00 
韓国文化研究 日本外交       日本外交                   

15:00 
韓国文化研究 国際関係論       日本外交                   

16:00 
韓国文化研究 国際関係論                               

17:00 
      国際関係論                               

18:00 
夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 

19:00 
      韓国語授業 韓国語授業       韓国語授業             

20:00 
      韓国語授業 韓国語授業 サークル 韓国語授業             

21:00 
                  サークル                   

22:00 
                  サークル                   

23:00 
                                          

24:00 
就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 

 

就寝 就寝 

 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

私が留学に来ているチョンジュという都市は、ソウルから 2 時間という地方にあるため、日本人がほとんどいません。聞く限り

大学には3人程度いるようですが、4か月生活していても1度も会っていません。そのため、勉強するにはもってこいのところ

だと思います。ソウルの大学に行っている友達の話を聞くと、寮の代金は高く、さらに日本人がたくさんいるそうです。ただ語

学堂といって、語学を勉強するプロブラムがしっかりしているので、そこに関してはソウルにある大学は良いと思います。こちら

では語学の授業はありますが、2 か月程度で終わってしまいます。独学で勉強するしかないので、そこが欠点です。さらに地

方には観光地がほとんどないので、少し退屈な面もあるかもしれません。しかし、私は日本人がたくさんいる状況を嫌って地

方を選んだので、そこに関しては気になりません。外国人の友達もたくさんできるため、英語も使う機会が多いです。むしろ最

初の頃は英語の方が使う機会が多かったです。サークルでも英会話サークルに入り、そこで韓国語と英語を使ってコミュニ

ケーションを取ることができます。サークルで交友関係がとても広がったので、かなりおすすめかと思います。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

日本人がいない環境で勉強したいのなら、この忠北大学がかなりおすすめです。日本人はとても良い印象があるので、どこ

へ行ってもわりとちやほやされる傾向にあります。ただ、日本人が少ないということは、日本人代表となるということになりま

す。いろいろな場面で日本人としての意見を求められることがありますし、日本人の価値観を説明しなければならない時もあ

ります。そのことを十分に理解しておく必要性があると思います。また、忠北大学には日本人留学生があまり行かないため、

日本で得られる情報があまりありませんので、自ら積極的に現地で情報を集め、行動していかなければなりません。大変な

面もありますが、そのことによってよりたくましく成長できると思います。手軽に韓国語も英語も勉強したければ、この忠北大学

への留学をおすすめします。 

 


